












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































疆 日 報 」1996.4.11、1996.8.27、1996.9.2、1997.6.9、2000.7.17、2000.7.25、









2002.3.26、2002.3.27、2003.8.15、2006.1.23、「 ウ ル ム チ 晩 報 」1989.8.4、
1999.7.3、1999.12.22、「読売新聞」1995.10.3、「中国新聞网」・「捜狐」
2010.7.19、「中華人民共和国文化部」電子版2010.7.23、「新華网」2010.8.9、
「新民晩報」日本版2010.8.16）。中国では新疆政府・新疆生産建設兵団・新
疆文化庁・新疆文物局・新疆博物館・新疆大学・新疆師範大学・新疆財経
大学・ウルムチ市政府・北京大学・清華大学・南開大学・同済大学・天津
美術大学・大連大学・北京工業大学・中国歴史博物館などにおいてであ
る。中国の大学では「自分自身のために努力し、故郷のために中国のため
に、そして世界のために尽力できる人材に成長して欲しい。」と締めくくっ
ている。日本でも浄土宗・臨済宗・佛大・京都大学・奈良女子大学などで
の各種行事やNHK「新シルクロード展」会場・東京中国文化センター・
南無の会・日本僑報社などでの講演、「李学亮」写真展開催、『王恩茂日記』
（日本語版）・『鉄木尓・達瓦買提詩集』（日本語版）・『シルクロードの点と
線』・『シルクロード新疆の旅』・「新疆紹介ハガキセット」などの出版といっ
た形で数多く行っている。
10．各種仲介
　外国との交渉はなにかと煩雑であるため、1990年から経済・教育・メ
ディアなど多方面からの依頼に応じて仲介を行っている。伊藤忠商事と新
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疆政府との総合契約、野村證券と新疆政府との合作促進、奈良女子大学と
新疆大学との学術交流協定、芝浦工業大学と新疆工学院との自然エネル
ギー活用実験・登山項目、守口東高校とウルムチ第一高中学との姉妹提携、
NHKや東海テレビ・テレビ東京と新疆政府外事弁公室・新疆文物局との
撮影契約、NHKと新疆文物局との展示会契約、総合地球環境学研究所と
新疆考古研との共同研究契約など多数である（「日本経済新聞」1993.7.27、
1994.9.2、1995.4.24、「新疆日報」1994.9.2、1994.9.3、1995.12.26、1996.4.13、
1997.7.28、2002.3.27、「ウルムチ晩報」1995.12.26、1997.7.27、「日刊工業新
聞」1997.11.11、「朝日新聞」・「毎日新聞」・「奈良新聞」2002.4.2、「読売新聞」
2002.4.4、「中国新聞网」2010.5.12、「中国网」2010.5.14）。
　違法調査で拘束された邦人教授らのお詫びの仲介も行ったのは前述のと
おりである。このような各種仲介でも国際運賃はじめ諸費用も自己負担し、
謝礼なども一切辞退した。ビジネスでなくボランティアであるからである。
　すべてが順調であったわけではない。新疆政府の北海道と姉妹地区提携
したいとの要請をうけ、当時の佐藤観樹自治大臣・横路孝弘北海道知事ら
と大臣室で交渉したが、「遠い、特別な縁がない、道内でその気運がない。」
などの理由で実現しなかった（『外国友人中国情』2001）。
11．各種代表団招聘
　なにかと理解されていない日本を知ってもらうには、「百聞は一見にし
かず」と、1993年から新疆政府の三代にわたる主席代表団やウルムチ市書
記・市長代表団など政治・行政・文化・経済・教育など各方面の代表団多
数を招聘し、大きな効果をあげている（「奈良日日新聞」1995.4.23、「人民
日報」日本電子版2008.8.4）。一部は関係団体と共同での招聘。以上5項目
が相互理解促進関連である。
6．国際協力とその意義
1．国際協力の必要性
　世界には約200の国家があり、それ以上の民族がいる。それぞれの歴史・
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体制・制度・文化・言語などは異なる。国益は異なり主張はぶつかり合う。
相互理解はたいへん困難であり、だからこそ相互理解の努力が必要である。
さらに日本は世界トップレベルの国家として、筆者が微力を捧げてきた文
化遺産調査保護研究・人材育成のほか貧困・医療・環境・人口・ジェン
ダー・文化・教育・研究・資源・科学・工業・農業・漁業・経済・政治・
紛争など多分野で世界に貢献、リードする立場にある。相互理解促進と多
分野貢献（資金のみでなく人的・技術面なども含めて）に国際協力の必要性
がある。国家のみならず企業や個人レベルでも必要な「共生」・「共育」・「循
環型」活動である。
　21世紀は国際協力の世紀ともいえる。文明が急速に発展し、各国の相互
依存が日に日に濃密になった結果である。いまや世界70億人は運命共同体
になったのである。本稿最終校正中の2011年3月11日、「東日本大震災」が
発生、大惨事は瞬時に世界各国で報道され、同盟国アメリカの大部隊や中
国など130以上の国・地域・機関から支援の手がさしのべられた。日本の
これまでの国際貢献への「恩返し」と明言した国も多い。原発からの放射
性物質は気流にのって地球をまわり、各国の原発政策に大きな影響を与え、
多くの外国人が帰国した。また日本製部品不足により各国で生産ラインが
停止するなどの影響が出た。これらも世界が運命共同体であることを示し
ている。ちなみに、筆者は大震災直後の訪中では、福島県産食品を土産と
して持参し、その安全性を訴えた。
　国際協力は20世紀中葉から言われ始めた。筆者も1982年初めて新疆を訪
れたころは、国際協力といった概念は乏しかったが、各種貢献を続けるう
ちに徐々に公共外交といった考えが形成されてきた。
　国際貢献を続けていると、おのずと国力の影響を受けていると実感する。
海洋大国として、先輩たちが世界に飛躍した時代が何度もあった。しかし、
「江戸時代鎖国DNA」上の大戦後呪縛、この約20年の各種停滞などにより、
日本人が内向きになりつつある。国家の存続と繁栄によって支えられてい
る国民の生活向上のためにも外向きになり、世界で活躍する人がさらに増
えることを望むひとりである。本稿で活動を淡々と長々と記録してきたの
は、国際協力実践に少しでも参考になればと願うからでもある。日本では
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貢献をかくすことが「美徳」とされる風潮があるが、世界はそうではない。
日本国・日本人が世界各国で実践しつづけている国際貢献は世界の人々に
どれだけ知られているであろうか。いや日本人でさえ殆ど知らない。国も
団体も個人も、もっと堂々と発信してこそ、世界から信頼をえることが出
来るといえよう。
　我が国は国際協力面でも先進的地位を占めている。税金からの政府開発
援助（ODA）といった資金面ばかりでなく、国際協力機構（JICA）や国際協
力銀行・青年海外協力隊・シニア海外ボランティアなど組織や制度も整っ
ている。また多くのNGOや企業・個人が活動されていることは嬉しいか
ぎりだ。「国際協力学」も認知されつつあるようだ（92）。
　個人としても、概念や常識・前例・人の目といったものに囚われること
なく、オリジナリティーあふれた生き方、自分の人生を自分色に染め上げ
ることが幸せの源泉といえよう。
　成熟期にはいった日本が「成熟成長」をつづけていくためにも、国際協
力が求められている。国家や外交官だけでなく、政治家や公務員はもとよ
り観光客・ビジネスパースン・研究者・留学生・一般市民などすべての人
が公共外交の一翼を担っていることを意識し自覚ある言動が必要とされる
のが21世紀であろう。
　国際協力は日本力を高め、国益に直結する活動であり、平和を維持し戦
争を抑止し、人類の安寧に寄与する活動である。明治維新、戦後復興で一
大発展をとげた我が国が、昨今の混濁を脱し、さらに飛躍するためのひと
つのキーワードが国際協力ではないだろうか。国力は地政力・面積力（海
洋をふくむ）・歴史力・人口力・人材力・資源力・政治力・外交力・経済
力・軍事力・文化力・広報力などの総合力であるが、「公共外交力」・「国
際協力力」といった概念も提起したい。ODAが減りつづけていることは
残念でならない。増額を期待したい。当然ながら、時代の変化におうじて、
戦略的対応が必要なことは言をまたない。
2．民族・体制・文化・思想・言語などの壁を乗り越えて
　日中間では言語が異なる。その壁を乗り越えて、国際貢献を続けてきた
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が、考えてみれば日中双方は言語だけでなく、民族・体制・文化・思想な
どの壁を乗り越えてきたといえる。第一ステップは立場の違いを認めあっ
たことであり、第二ステップは敬いあい感謝しあったことである。
　この部分は2010年10月中国大連大学で同大学主催第四回「中日韓日本言
語文化研究国際フォーラム」の間をぬって記述しているが、前月の尖閣諸
島沖での中国漁船と海上保安庁巡視船の衝突事件後に発生した種々の問題、
例えば反日デモなどで「日中間波高し」である。筆者が英領香港（当時）と
中国を隔てる鉄橋を歩いて渡り、着剣した人民解放軍兵士に監視されなが
ら中国を初訪問した1972年以来、度々反日デモがあった。そのたび毎に日
中関係は冷え込んだ。そのような両国関係のなか、国際協力を長年にわた
り継続できたのは、日中双方が活動の意義・目的・目標を明確化したから
であり、基本理念を明確化したからであり、困難をどうにか克服したから
であり、外交力と人間力をそれなりに持ちえたからであろう。
3．意義・目的・目標の明確化
　生態系や環境・文化遺産の調査保護研究は、人類そのものの保護につな
がる重要項目でもあり、当然の責務である。特に保護は研究に優先する。
研究は後世ほど進むが、消失した文化財は二度と戻らない（93）。
　日中間でいえば、「日中友好」というスローガンが度々登場すること自
体が、日中関係が成熟していないことを示していよう。世界中の国々が友
好的であるのは当然のことであり、あえて日中友好をうたわねばならない
のはある意味では悲しいことといえよう。また日中友好を冠した団体が各
地に多数存在することも同様だ。「日中友好」を基礎として、第二段階「日
中相互理解」へ、そして第三段階「日中共同」への進化を双方が努力する
時期であろう。
　筆者が行ってきた活動において、日中双方はその意義・目的・目標を覚
書や協議書に明記するなどの方法を通じて明確化してきた。
4．基本理念の明確化−友好・共同・安全・高質・節約−
　国際活動に衝突はつきもの、その時にもどる原点が必要である。それが
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基本理念。日中政府間でも「戦略的互恵関係」が掲げられている。新疆で
の国際協力の主事業である沙漠での考古活動において、日中双方は「友好・
共同・安全・高質・節約」の五大精神を掲げた。友好と共同は説明を要し
ない。沙漠活動は危険がともなう、死に至った例も記録されている。我々
もルート開発不能による緊急露営、砂嵐に遭遇、ラクダからの落下による
脳震盪や骨折、病人発生、車輌火災といった突発事故を度々経験している。
普段は各自の判断で行動していても緊急時はリーダーの指揮に従う命令系
統の一本化が安全確保の要点である。
　世界的文化遺産に相応しい高水準の保護研究が必要であり、日中双方の
各分野の第一線専門家を組織した。筆者自身が研究者でなく調査保護研究
事業の推進者であるので、この点には特に心がけた。
　日本側でいえば、井ノ口泰淳・田辺昭三・真田康道・長澤和俊・堀尾
宝・米田文孝・古川雅英・貝柄徹・伊東隆夫・浅岡俊夫・田中清美・吉崎
伸・近藤知子・孫躍新・高妻洋成・米川仁一・中島皆夫・吉田恵二・加藤
里美・高橋照彦・小野田豪介・市川良文・蓮池利隆・中島皆夫・坂本和
子・杉本和樹・佐藤右文・石田志朗・内田賢二・井上正・安藤佳香・切畑
健・沢田正昭・岡岩太郎・辻本与志一・富澤千砂子をはじめとする方々で
ある。
　中国側も同様で、韓翔・岳峰・盛春寿・李軍・王炳華・伊弟利斯・阿不
都熱蘇勒・于志勇・張玉忠・劉国瑞・張鉄男・沙比提・阿合買提・阿合買
提・熱西提・劉玉生・佟文康・李肖・劉文鎖・劉宇生・伊力・呉勇・阮秋
栄・王経奎・李季・王軍・楊林・徐苹芳・林梅村・王邦維・任式楠・孟凡
人・王亜蓉・巫新華・斉東方・楊晶・楊逸畴・王守春・王邦維・景愛・劉
樹人・鉄付徳・馬世長・呂宗宜をはじめとする方々である。感謝しきれな
い。
　費用的にも環境的にも節約を心がけた。ただし意思疎通のための潤滑油
的部分は削らなかった。大小様々な衝突があった。そのたびごとに日中双
方は基本理念にもどり解決してきた。
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5．困難の克服
　日中双方の民族・歴史・体制・制度・文化・言語などの違いの乗り越え
がまずあった。沙漠という無人地帯での大規模調査であり、食糧や調査機
材などを沙漠車やラクダで運び込まねばならない。天候上調査時期が限ら
れ、10〜11月の一ヵ月ほどしか適しておらず、長年を必要とした。生活面
でいえば、陽が昇るころ起き（時に零下15度にも）前夜の残りの羊丼やお粥
を掻き込み、班ごとに徒歩やラクダで現場へ向かい、分布調査や測量・発
掘・研究、炎天下（時に30数度にも）で硬いナンとソーセージ・リンゴをわ
ずかな水で流しこみ、一休みして夕方まで活動継続、夕食はまた羊丼か羊
ラーメン（後半には余裕ができビールやサッカーボール・トランプ・ラジ
オも持ち込んだ）、その後に打合せと実測・資料整理といった日々。狭い
テントでの雑魚寝、風呂もシャワーもない約3週間…。満天の星をながめ
つつ、テントに入らず寝るといった楽しいこともあるが、強靭な精神力・
体力と協調力がないと耐えられない。
　多領域の優れた英知の組織化は一大学で不可能であり、多くの大学・研
究機関・専門企業からの参加をえた。その調整にも労力を要した。調査や
保護・研究・報告書・シンポジウムなどのために多額資金が必要であり、
日本側費用については文部科学省助成と佛大から援助もいただいたが、殆
どは私財と借入金でやりくりした。
6．外交力と人間力
　研究者やメディア関係者などが許可も得ず、調査研究や撮影している例
図49　毎夕、日中双方で打合せ 図50　疲れをいやす夕食も立ったまま
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を度々見聞きする。あるいは楼蘭やニヤ・ダンダンウイリクなどへ無断進
入する研究者や観光客もいると聞く。その一部は本文と注に記載したが、
彼らの多くは「相手側中国人が許可を取得しているものと思っていた。」
などと釈明する。しかし結果的に当人や所属機関そして日本の評判を落と
すことになる。また研究成果や撮影資料を持ち出すだけの一方的行為では、
20世紀初頭の文化財持ち出しと大差ない。
　我々日中双方はそれぞれの主権・法規・文化を相互尊重した。前述のよ
うに、全ての段階で文書による正式許可を取得し覚書や協議書を交わし実
施してきた。中でも「中華人民共和国考古渉外工作管理弁法」（通称：国家
文物局令第1号、1990年12月31日国務院批准・1991年2月22日施行）は度々
熟読し遵守した。
　外交とは「握手しながら主張する」ことであり、実践した。本稿に調査
とは一見関係ないと思われる指導者たちとの会見が多く登場するのは、中
国は共産党の支持と指示のもとすべてが動いており、指導者とのコミュニ
ケーションは不可欠であり、これも重要と取り組んできたからである（江
沢民・胡錦涛両国家主席や習近平国家副主席らの訪日時にはレセプション
にも参加）。会見は十分な準備とイメージトレーニングをへて臨み、胸を
張り笑顔を心がけ、メモを見るようなことはしなかった。細かい交渉以外
は未熟ながら中国語で対応した。会食も外交の重要舞台のひとつであるの
で、積極的に取り組んだ。
　全ての活動は表面的・一時的・資金的な付き合いではなく、人と人との
付き合いを重視し、至誠・感謝・縁・義理・人情といった琴線にふれる交
流を続けてきた。このような実践が実績を生み出し、継続が信頼へとつな
がった。口や頭だけでなく、心の交流こそ重要である。新疆での29年の間
に、相手方は幾代にわたって交代した。トップの中共新疆委員会書記は王
恩茂・宋漢良・王楽泉・張春賢へ四代、新疆政府主席は鉄木尓・達瓦買提・
阿不来提・阿不都熱西提・司馬義・鉄力瓦尓地・努尓・白克力へ四代、外事
弁公室や文化庁・文物局・考古研・档案局・新疆大学・ウルムチ市政府な
ども同様である。
　このように人が交代しても友情に近いかたちで交流が続けてこられたの
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は、決してその場限りの「裏交渉」をしなかったからであり、「特殊な」
関係にならなかったからである。もしそうなっていたら人事異動したのち、
その機関との関係は断絶していたことであろう。
　交渉は厳しい時がある、そんな場合も笑いを忘れなかった。一例をあげ
ると、前述したダンダンウイリク壁画保護計画審議会では中国側が主とし
て計画を説明したが、初対面の人も多く午前中は厳しい雰囲気。午後、筆
者が「中華人民共和国の丹丹烏里克（ダンダンウイリク）の女王である王丹
華委員長から審査を受けることは光栄である。」と発言し流れが変わった。
おわりに ─ 使命として
　キジル千仏洞修復からニヤ遺跡調査へ、そしてダンダンウイリク遺跡プ
ロジェクトへ。関連事業を含めて豊富な成果をあげることができた。この
機会に永年にわたりご指導ご協力いただいた関係機関と関係各位に心から
の感謝を改めて表わすものである。なかでも沙漠での過酷な現地調査、そ
してウルムチでの保護研究に参加いただいた隊員諸氏とその所属機関には
深謝している。参加者氏名は調査年度ごとに記載したので、ここでは機関
名を記し感謝としたい。
　日本側：佛大・龍谷大学・京都造形芸術大学・国立歴史民俗博物館・奈
良国立文化財研究所・科学技術庁・早稲田大学・京都大学・国学院大学・
関西大学・関西外国語大学・京都市埋蔵文化財研究所・大阪市文化財協
会・長岡京市埋蔵文化財センター・橿原考古学研究所・古代オリエント博
物館・六甲山麓遺跡調査会・大手前大学・寺尾商会・ツルカメコーポレー
ション・飯田市美術博物館・国士舘大学・奈良女子大学・岡墨光堂・アー
トプリザヴェーションサービス・六法美術・奈良大学など（順不同）。
　中国側：新疆政府・新疆文化庁・新疆文物局・新疆考古研・新疆博物
館・和田地区文物管理所・国家文物局・北京大学・華東師範大学・中国科
学院・中国社会科学院・中国文物研究所・中国国家博物館・亀茲石窟研究
所・中国石油東方公司など（順不同）。
　また佛大の水谷幸正・伊藤唯真・高橋弘次・中井真孝・福原隆善・山極
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伸之・真田康道・杉本憲司・小野田俊蔵・八木透・門田誠一・安藤佳香・
仁科昌瑞・大北裕生・本庄良英・梅田巧・舘憲雄・高井喜成・小原洋子・
樹下隆興・本多廣賢・久米良慶・松村公栄・小幡俊成・津原重久諸氏には
格別の尽力をいただき、本稿では斉藤利彦ポストドクターに教示いただい
た。日本に長く留学された孫躍新・周培彦夫妻には各種交渉時に貴重な役
割を果たしていただいた。微力ながら物心両面を国際貢献に投じた筆者を
全面的に支持し支援してくれた同志小島聡子。合わせて感謝したい。
　前述の調査保護研究事業には、このように多くの方々の膨大な熱意・時
間・英知・資金が投入された。これらの文化遺産はやがて「世界遺産」に
登録されることであろう。新疆文物局は既に各種活動を開始している。
　2006年8月、国家文物局と世界遺産センターは、トルファンで「シルクロー
ド」申請予備会議を開催した。中国のほかにカザフスタン・キルギスタン・
タジキスタン・ウズベキタンなども参加し、行動計画を決議し、国をまた
ぐ共同申請活動が開始された。
　2007年には国家文物局が6省区48ヵ所の申請を決定。新疆ではキジル千
仏洞・ニヤ遺跡をはじめとして、楼蘭遺跡・交河故城・高昌故城とアス
ターナ墓地・スバシ故城・クムトラ千仏洞・シムセム千仏洞・ベゼクリク
千仏洞など12ヵ所である（94）。現在、中国各地で保護処置や環境整備・人
材育成などの準備活動が順調に進められているが、国によっては遅れもあ
るようだ。国家文物局の計画では、2012年夏に開催予定の第36回世界遺産
委員会での承認を目指している。筆者が、その保護研究に全力投入してき
たキジル・ニヤが世界遺産に登録されれば、まさに至福の時である。
　2010年7月、丹羽宇一郎駐中国大使は、東京での新旧大使歓送レセプショ
ンで「『愛国親中』、『愛国親日』の立場で新しい日中関係構築に身命を賭
したい。」と挨拶され満場の拍手を呼んだ。伊藤忠商事社長・会長と功な
り名を遂げられた方が新たに歩みだされる使命観に胸をうたれた。筆者後
継の松本孝作社長社葬では弔辞を奉読いただくなど各段の厚情を賜った方
でもある。内定時の首相や外相がはやくも代わる不安定な日本政治、赴任
直後の尖閣諸島沖での漁船衝突などでご苦労されている。ご健闘を祈るば
かりである。
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　筆者も親中派と目されているようであるが、日本人として当然ながらそ
のベースは愛国である。
　不思議なご縁に心から感謝している。後半生の殆どを物心両面にわたっ
て投じたが、悔いはない。今後も「使命」として新疆ウイグル自治区を中
心に、文化遺産保護研究、日中間相互理解促進と人材育成に老残微力をさ
さげる決意である。和田茂樹共同通信次長から「活動の幅がひろくどう表
現したらよいのか。」と問われて、「国際貢献手弁当長期実践家とでも。」
と答えた（95）。関係各位の更なるご指導ご協力をお願いするしだいである。
　2011年は筆者にとって今や第二の故郷となった新疆訪問30周年の年にあ
たる。この間、提供しつづけてきたのは「至誠」である。新疆各族の皆さ
んにはささやかな喜びを提供したにすぎないが、筆者は大きな幸せを頂戴
した。輝かしい成果をともにあげてきた日中双方の方々を誇りに思う。
図51　多くの方々が力を出し合って 図52　測量技師・ラクダ使い・コックさんも
図53　沙漠でもたくましく生き抜く胡楊 図54　進入をはばむ大沙漠が遺跡を守っている
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　　　陽はのぼり陽はしずみ花がさき花がちり夏がきて冬がきて
　　　嗚呼新疆30年迷い迷いときに悟りすべてのすべてありがとう
 骨はタクラマカン沙漠に埋める。合掌
　（人名の初出については必要に応じて当時の役職を記した。どのような立場の人
が関わったかを記録として残すためである。敬称は略した。中国人名表記について
は便宜的に類似する日本漢字を用いた。ウイグル族名表記は中国での表記にしがた
い、名と姓（父名）の間に半角中グロいりで記した。地名の日本語表記については一
般的なものを記し、必要に応じて中国語でも記した。写真の大半は筆者撮影、ほか
の撮影者名は図版一覧に記入した。写真などは必ずしも当該年度に掲載していない。
本稿執筆にあたって浅岡俊夫・田中清美・南本権治郎・盛春寿・李軍・于志勇・甘
偉・焦健・楊雯・楊新才・趙新利各氏に一部の情報を提供いただいたことを記し感
謝としたい。本稿は2010年12月末時点の記録である。スペースの関係から一部は割
愛している。資料もれや筆者の記憶ちがいなどにより誤りもあろうかと思われる、
日中双方隊員・関係者の叱正をお願いしたい。）
注：
₁．拙稿「調査の契機と経過」『中日・日中共同ニヤ遺跡学術調査報告書』（第一巻）
法蔵館1996、「調査の経緯」『中日・日中共同ニヤ遺跡学術調査報告書』（第二
巻）中村印刷1999、「日中共同ニヤ遺跡学術調査の概要」『シルクロード・ニ
ヤ遺跡の謎』東方出版2002、「田辺御大と日中共同ニヤ遺跡学術調査」『田辺
昭三先生・古稀記念論文集』真陽社2002、「ダンダンウイリク遺跡出土仏教
壁画保護研究について−その1〜5−」『アジア宗教文化情報研究所報』（創刊
号〜第5号）佛大アジア宗教文化情報研究所2004〜2006、「シルクロードに魅
せられて」『新シルクロード展・幻の都楼蘭から永遠の都西安へ』NHK・産
経新聞社ほか2005、「キジル千仏洞からニヤ・ダンダンウイリク遺跡へ」『新
シルクロード』（3）日本放送出版協会2005、「日中共同ダンダンウイリク遺跡
学術研究プロジェクト概要」『日中共同ダンダンウイリク遺跡学術研究プロ
ジェクト国際シンポジウム発表要旨』佛大ニヤ機構2005、「調査の経緯」『日
中・中日共同ニヤ遺跡学術調査報告書』（第三巻）真陽社2007、「日中共同ダ
ンダンウイリク遺跡学術研究プロジェクト概要」『日中・中日共同ダンダン
新疆での世界的文化遺産保護研究事業と国際協力の意義
141
ウイリク遺跡学術調査報告書』真陽社2007、「以保護研究世界性文化遺産為
使命」『漢唐西域考古：尼雅−丹丹烏里克国際学術研討会会議論文提要』新
疆考古研2009などである。
₂．当時は清末期から中華民国建国期にあたり新疆一帯は政治的混乱をていし
ていた。旧ロシアは不凍港をもとめて南下戦略をとり、当時インドを支配
していたイギリスは北上戦略をとり、その接点が新疆であり、カシュ（当
時カシュガル）には両国の領事館がおかれた。南京政府湖南の軍署在職中に
中央財政部の命により新疆を調査した第87師長・謝彬の『新疆事情』外務
省調査部1934には、1917年当時の状況として、「庫車（クチャ）…英商40余戸、
露商60余戸、英露ハ各々商官アリ、相互間ノ交渉ニハ時々困難ヲ来スコト
アリ。英使…清廷ニ喀什噶爾（カシュガル）ヲ割キ立テテ藩封ト為サンコト
ヲ請フ…。和闐（ホータン）…全県ニテ英国籍人400余人露国籍人300人、英
露ハ各々商官アリテ常に困難ナル交渉多シ。」、ウルムチでの宴会では「同
席ニ日本人佐田繁治アリ、国際探偵ナリ…。」との記述（pp.395・496・506・
630）もある。日本からも1905〜07年にかけて林出賢次郎や波多野養作が外
務省から一帯の視察に派遣されている。また日野強陸軍少佐が「その筋よ
り新疆視察の内命を受け」、1906年9月7日東京を出発し翌年12月25日「帰京
復命」するまで、調査している。日野は大谷光瑞師一行と一部行程を共にし、
大谷師より駐カシュガル英国領事のジョージ・マカートニなどへの紹介状
を得るとともにカメラ・時計を貸与されている。それらに対して、「帰京復
命」する前日、京都の西本願寺に大谷師を訪ねて謝意を述べている。（日野
強『伊犂紀行』復刻版、芙蓉書房1973,pp.35・58-59・279）。金子民雄『西
域探検の世紀』岩波書店2002,p.iiiに「この微妙な時期がまた西域探検の最盛
期にも当たっていたのである。一般に情報・外交戦と探検調査とはまった
く無関係に見えるが、実はお互い密接な関わりを持っていた。探検は純粋
な学問的研究であった半面、高度な情報収集作戦でもあったのである。だ
からこそ各国は莫大な探検資金を惜しみなく出したのだった。」と記されて
いるように、各国の探検隊と「領土争奪諜報戦」とは、複雑な関係を有し
ていたともいえよう。
₃．1996年、中国・ロシア・カザフスタン・キルギスタン・タジキスタンの五ヵ
国で始められた上海ファイブが発展したもので、現在ではウズベキスタン
が加わり、オブザーバーとしてモンゴル・インド・パキスタン・イランも
参加するほか、対話パートナーなどとして数ヵ国が名を連ねている。共同
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軍事演習も実施されている。
₄．筆者は、これまでの人脈を活かし、「新シルクロード」とその関連番組や「新
シルクロード展」の新疆の党・政府・文物局などとの各種折衝を全面的に
支援した。「新シルクロード」およびその集約番組は2005年以降もNHKおよ
び他局で度々放送され、2011年にも放送予定があると聞いている。
₅．1978年、鄧小平中国共産党中央委員会副主席の日本視察をひとつの契機と
して開始された改革開放政策は、文化大革命などで疲弊していた中国を大
発展へと導いた。「中国青年報」2008.12.23などが「日本がなかったら改革
開放は違ったものに。」と報じた。
₆．ウルムチ騒乱直後より新疆と外部の通信は制限され、電話・FAXやインター
ネットなども遮断されたが、徐々に緩和され、2010年5月中旬には全面的に
回復した。ちなみにその翌日が注89のネット投票開始日であった。不思議
な縁である。
₇．2010年4月24日、ウルムチの新疆人民会堂で新疆全区幹部大会が開催された。
李源潮中央政治局委員・中央組織部長が王楽泉中共新疆委員会書記の中央
政法委員会副書記への転任と張春賢（前湖南省書記）の中共新疆委員会書記
就任を発表し、習近平国家副主席が王楽泉の功績をたたえ、張春賢の略歴
と能力を紹介した。王楽泉は決定受け入れと長年の協力へ感謝の挨拶を行っ
た。張春賢書記は王楽泉の実績を肯定し、中央新疆工作会議により全面的
新疆支援策がとられ、新疆はまさに大建設・大開放・大発展の歴史的機会
を迎える、と挨拶した。会議には新疆の主要責任者すべてが出席した（「新
疆日報」・「新疆経済報」・「天山网」2010.5.25）。なお、中国は実質一党体制
であり、主要機関には中国共産党委員会がおかれ、そのトップである書記
がその機関を掌握している。少数民族地区である新疆では、中共新疆委員
会の書記は漢族、ウイグル族の新疆政府主席は副書記といった体制がとら
れている。他の組織においても同様である。
₈．玄奘・弁機『玄奘三蔵の旅・大唐西域記』（1・水谷真成訳）平凡社1983,pp.15-
16
₉．拙稿「西域亀茲における仏教滅亡についての一考察」『佛大通信教育学部卒
業論文集』（第24号）佛大通信教育部1990,pp.76-85
10．友好商社は日中国交回復前から中国側が設けた日本側貿易窓口、当時すべ
ての取引はここを通す必要があった。
11．麦積山をふくめて五大石窟と称されることもある。また四大石窟にキジル
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を含めない例もある。キジル千仏洞は行政区域としては阿克蘇地区拝城県
克孜尓郷に属している。
12．平凡社・中国文物出版社編『中国石窟キジル石窟』（第1巻）平凡社1983,p.162
では236窟としている。新疆政府により2010年3月キジル千仏洞に建立され
た石碑には中国語で「谷西区・谷内区・谷東区・後山区に分かれ、編号さ
れている窟は269（保存活動中に発見されたりした窟を含めて）であり、3世
紀から造営され始め8〜9世紀には衰退に向かった、中国四大石窟である。」
（拙訳）などと刻まれている。徐永明新疆亀茲研究院第二副院長によれば石
窟総数は2010年8月時点で336という。
13．王恩茂（1913〜2001）：江西省生まれ、王震（後に国務院副総理・国家副主席）
らとともに長征に参加し、新疆を解放した人民解放軍中将。その後も新疆
にとどまり、王震中共中央新疆分局書記後任の中共新疆委員会書記として
新疆発展の基礎を築いた。新疆軍区司令員・中共新疆委員会書記（1952〜文
革・1981〜85）・吉林省第一書記・全国政治協商会議副主席などを歴任。王
恩茂『王恩茂日記』（全5巻）中央文献出版社1995は長征を具体的に記録して
いる。筆者は同日記日本語版（全5巻・約185万字）を共同刊行し、各研究機
関などへ寄贈した。王副主席とは10回ほど会見するとともに書簡も度々い
ただいた。キジル修復工事用車両の輸入関税（180％）も氏の力で無税として
いただいた。天安門事件の厳戒令が解除される前夜の宴席で、そのことを
短波放送で知った筆者が「今日は良い日だ、明日解除される。」と挨拶すると、
他の新疆側出席者は「エッ！」という顔であったが、氏だけは「ウン」と
うなずかれた。病床にあった氏を北京の自宅や解放軍301病院に見舞い、逆
に暖かい言葉をかけて頂いたことが昨日のように思い出される。4月18日北
京での告別式には、江沢民・李鵬・朱鎔基・李瑞環・胡錦涛らの供花が捧
げられ、李鵬・胡錦涛・温家宝・曽慶紅・王楽泉・鉄木尓・達瓦買提・阿不
来提・阿不都熱西提ら中国中央・新疆の要人多数が参列し、同月25日にはウ
ルムチで新疆の党・軍・政の指導者・市民多数が参列して追悼式が行われ
た（「新疆日報」2001.4.19、2001.4.26）。外国人の参列は認められず、自宅へ
弔問した。ご冥福を祈る。氏が外国からの初協力受け入れを決断されなかっ
たら、筆者の活動は実現していなかったと思われる。感謝するばかりである。
14．大谷探検隊は1902年から1914年の間に3次にわたりキジルをふくむ広範囲で
活動し、文化財を持出している。それらは龍谷大学・東京国立博物館・平
山郁夫シルクロード美術館・中国北京図書館・旅順博物館・韓国国立中央
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博物館や個人などに収蔵されている。一部は競売や販売されたという（藤枝
晃「大谷コレクションの現状」『佛教東漸・祇園精舎から飛鳥まで』思文閣
出版1991,p.230）。なお、平山郁夫シルクロード美術館にはダンダンウイリ
ク遺跡出土壁画も収蔵されている。
15．諸外国探検隊が現地人から購入したりしたものも含めて、中国側は外国探
検隊の文化財持ち出しを「盗掘」と厳しく言及している。その論調は年月
をへて穏やかになりつつあるが基本的には変わっていない。時代の変化に
より各国から外国隊により持出された文化財返還が世界的話題となりつつ
あり、2010年4月にはそれら文化財の返還を求める国際会議がカイロで開催
され、中国・エジプト・ギリシャ・イタリアなど約20ヵ国が参加した（「読
売新聞」2010.4.8）。
16．協議書には経過・目的・方法・目標・期限・資料・記念碑・贈呈方法など
が詳細に記されている。
17．本文記載以外の役員は、副会長として五百木茂（三菱商事副社長）・大岡昇
（大林組副社長）・奥住正道（奥住マネジメント研究所所長）・川崎元雄（甲南
大学元学長）・木村英一（大阪市立大学前学長）・栗原徹（日本信販専務）・小
山勇（中日新聞常務）・須賀武（野村證券副社長）・鈴木充（東海テレビ放送会
長）・中島茂清（全国中小企業団体中央会前副会長）・西川俊男（ユニー社長）・
野崎辰男（安田火災海上保険副社長）・林寛子（扇千景・参議院議員）・松原
哲明（臨済宗妙心寺派龍源寺住職）・安田暎胤（薬師寺執事長）・横瀬昌夫（住
友金属鉱山専務）・渡辺信淳（京都大学名誉教授）、顧問として神田延祐（三
和銀行副頭取）・奈良久彌（三菱銀行副頭取）・森田武（三井銀行副頭取）、理
事として遠藤さち子（監事・日本火災総務課）・杉浦実郎（総務・プラス社
長）・高木康成（会計・新日本法規出版副部長）・堀尾宝（中国渉外・寺尾商
会部長）・村上斌（新東通信部長）の方々であった（社名・役職は当時、日中
友好キジル千仏洞修復保存協力会『日中友好キジル千仏洞修復保存協賛金
のお願い』1987、拙著『シルクロードの点と線』プラス1988,pp.262-263）。
記して感謝を表したい。すでに故人となられた方も多い。ご冥福を祈る。
18．前掲17『日中友好キジル千仏洞修復保存協賛金のお願い』。募金パンフレッ
トには、中山太郎名誉顧問・上村晃史会長の「ご喜捨のお願い」、王恩茂副
主席の「歓迎のことば」、役員一覧、シルクロード概念図、キジル千仏洞の
紹介、修復保存計画の概要、募金計画（目標：1億円・一口：1万円・期間：
1989年4月まで・振り込み口座・連絡先）などと多くのカラー写真が掲載さ
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れている。また前掲17『シルクロードの点と線』pp.259-274でも同様に記載
し募金を呼びかけた。
19．日中友好キジル千仏洞修復保存協力会「キジル千仏洞修復保存募金中間報
告」1988.5.31。中間報告には、中山太郎名誉顧問の「新しい日中友好の歴史」、
上村晃史会長の「真の意味での国際化を！」、贈呈団団長の松原哲明協力会
副会長の「助け合いの心を持って」、黄宝璋新疆副主席の「中日両国人民の
深く厚い友誼に乾杯！」、阿不列孜・達吾提新疆文化庁庁長の「心より感謝
しております」と日中双方の挨拶、工事用車両8台（この購入・輸出は伊藤
忠商事と三菱商事にお世話いただいた）と現金合わせて6,201万円を贈呈した
様子、贈呈式などの写真、贈呈団参加の皆様の感動の声、工事第一工程ま
もなく開始情報、多くの新聞報道、中間報告記者発表の模様、引き続きご
協力をと募金呼びかけなどが記載されている。
20．日中友好キジル千仏洞修復保存協力会「キジル千仏洞修復保存募金最終報
告」1989.5.26。最終報告には、中山太郎名誉顧問の「ご挨拶」、上村晃史会
長の「文化史へ刻む新たな1ページ」、鉄木尓・達瓦買提新疆主席の「文化遺
産を後世に」、買買提祖農・買買提艾力新疆文化庁庁長の「多くの資金援助
ありがとうございました」と日中双方の挨拶、第2次贈呈として4,343万円を
5月19日に送金、贈呈式を8月下旬に行う、参加希望者は申込を、第1次贈呈
で工事は順調進展中、募金いただいた方からのお便り、協会活動記録、募
金いただいた3,000を超える個人と企業名およびそれぞれの金額、会計報告、
協力会一同からの感謝、役員一覧などが記載されている。
21．贈呈金額105,441,173円は、募金額と利息の合計120,914,899円から募金経費（募
金パンフレット・礼状・郵送料・印鑑・募金者へのテレホンカード・記念
碑芳名板・報告書）15,473.726円を差し引いた全額である。当時の日中関係
の中、一端刷りあがった中山太郎会長名入りの募金パンフレットを上村晃
史会長名に印刷しなおしたためにパンフレット印刷費は二重になっている
（前掲20「キジル千仏洞修復保存募金最終報告」）。
22．筆者への王恩茂副主席よりの書簡1989.11.4
23．筆者自身も参観団を組織して贈呈式後や2000年7月・02年7月・03年7月など
に新疆政府外事弁公室の劉宇生・劉暁慶や新疆文物局の李軍・甘偉ら各氏
の案内で度々訪れている。その都度、同所所長・副所長（院長・副院長）の
陳世良・呉宝琛・王建林・王衛東・張国領・趙莉・徐永明やガイドなど所
員に温かい配慮をいただいた。徐永明第二副院長の2010年8月時点での説明
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によると観光客が最も多かったのは2007年で60,000人近く、09年は10,000人
を上回る程度（ウルムチ騒乱の影響と思われる）、10年は20,000人ほどの見込
みとのことであった。
24．記念碑は建立後すでに20余年経過し、かなり痛んでおり新疆側が移築改修
を計画している。
25．1986年キジルを盛春寿氏らと初参観し修復保護協力を開始した。その後、
ニヤ調査やダンダンウイリク調査の開始時も二人は一緒であり、いずれも
大きな成果をあげた。「二人は不思議な縁に結ばれているが、盛局長は益々
忙しくなり、小島は益々歳をとり一緒にキジルを訪問するのはこれが最後
であろう。」と話し合って、職員用通勤バス寄付を決定した。
26．M.AURELSTEIN『SERINDIA』（Vol.Ⅰ）OXFORD1921,p.242、韓翔・王炳華ほか編『尼
雅考古資料』新疆社会科学院知青印刷庁1988,p.前言、林梅村『絲綢之路散記』
人民美術出版社2004,p.66、林梅村『シルクロードと中国古代文明・流沙の
記憶をさぐる』日本放送出版協会2005,p.174-175ほか。ニヤ遺跡は行政区域
としては和田地区民豊県に属している。
27．南北25kmとは、東京でいえば羽田空港南端から千住新橋までほどに、京都
でいえば京都競馬場から貴船神社までほどに相当する。広大な範囲であり、
航空測量などが制限さているなか、大小の砂丘やタマリックス堆の間に残
る遺構の分布調査や測量・発掘は困難を極める。オーレル・スタイン『中
央アジア踏査記』（澤崎順之助訳）白水社1984,p.98にも「その後の調査で判明
したところでは、ここに散らばる遺物は南北22キロ以上、東西幅は約7キロ
の範囲に広がっていたのである。」と記されている。
28．覚書にはニヤ・ダンダンウイリク・ラワック・トムシュク・ローチェン各
遺跡の共同調査を行う、調査終了後に日本で出土文物展を開催するなどと
記されている。
29．ニヤ・ダンダンウイリク・ラワックなどの遺跡を結んで、古代の西域南道
ルートとする仮説が定説のように一人歩きしているが、いまだ確証は得ら
れていないと思う。筆者ら隊員は沙漠での調査を通じて、その仮説に対し
て疑問を抱いている。
30．M.AURELSTEIN『ANCIENTKHOTAN』（Vol.1〜2）OXFORD1907,pp.314-416。 ニ
ヤ遺跡を発見したのはスタインと記したが、「発見」とは「まだ知られて
いなかった物事をはじめて見つけ出す」ことを指すが、ニヤ遺跡は地元の
一部では廃墟として知られていた所で、スタインが広く外部に知らせたと
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いう意味で、彼が「発見」したとされている。スタイン自身も「木簡の最
初の発見者がイブラヒムという人物であることをつきとめた。…《古都の
家》を捜し回ったときに掘り出したのだ。…わたしは即刻イブラヒムを一
行の案内者に雇うことにした。」と記している（前掲27『中央アジア踏査記』
pp.75-76）。イブラヒム（ウイグル族・スタインは「Ibra¯hı¯m」と『ANCIENT
KHOTAN』p.312などで表記）は中国語では「伊不拉辛」などと表記されてい
る。中国側記述では「イブラヒム先導のもとスタインが発見」とか「イブ
ラヒムとスタインが発見」などと記されていることも多い。同様に楼蘭の
発見はヘディンであるが、新疆考古研の穆舜英所長は「人々は楼蘭発見の
功績はすべてヘディンにあるとしているが、これは公正ではない。なぜな
ら最初に楼蘭故城を発見したのはロプ地区で雇ったガイドのウイグル族エ
ルデック（艾尓得克）であるからだ。」（中国語・拙訳）と記している（『神秘的
古城・楼蘭』新疆人民出版社1987,pp.29・32）。古来より、「宝探し屋」は
伝統的商売ともいえ、偽造品を含めて売買されていた。前掲2『新疆事情』
pp.538-539には、「先年土人ノ其ノ地ニ於テ金條、銀器及ヒ其ノ他ノ古物ヲ
発掘セルモノ甚タ多ク、其ノ多クハ英国人司徳訥（スタイン）ノ買ヒ取リテ
持チ去ル所トナレリ。」とある。筆者へも中国や日本で売込みがあったが、
一切取り合わなかった。分散を防ぐためとか研究のためとかと理由をつけ
て購入している人や機関を見かけるが、盗掘の一端を担ぐ行為と考えるか
らである。スタインは各種著で、この遺跡を「NIYASITE」（ニヤ遺跡）と
呼称し、遺構番号を「NⅠ・NⅤ・NⅩ」（ダンダンウイリクも同様で「DXⅢ」
など）などとしている（本稿ではN1・N5・N10などとした）。当時のニヤオア
シスからニヤ河沿いに北上したことから、ニヤ遺跡としたと思われる。こ
のことが、現在に至るまでニヤオアシス（現民豊）とニヤ遺跡を混同させる
一因になったようだ。また、『大唐西域記』記載の「尼壤城」（泥攘城と記載
本も）をニヤ遺跡とする説もあるようだが、これもスタインが類似する「ニ
ヤ遺跡」と命名したことにも影響を受けているように思われる。敬虔な仏
教徒である玄奘三蔵の旅行記『大唐西域記』に「ニヤ遺跡」の中心に位置
する仏塔の記述がないことや現地調査などから、筆者ら日中調査隊員の多
くは「尼攘城」は現在の民豊オアシス周辺ではないかと考えている。水谷
真成本には「ニヤ城」と訳出されている。
31．前掲30『ANCIENTKHOTAN』、前掲26『SERINDIA』、M.AURELSTEIN『INNERMOST
ASIA』OXFORD1928ほかで、スタインの新疆探検は従来3回と言われていた
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が、張力・于江「斯坦因第四次入新簡述」『新疆文物』（1992年第二期）新疆考
古研1992、新疆ウイグル自治区档案館・佛大ニヤ機構編『近代外国探検家
新疆考古档案史料』新疆美術撮影出版社2001、同編『スタイン第四次新疆
探検档案史料』同出版社2007などにより、4回おこなわれたことが明らか
になっている。第4回は追放に近いかたちで失敗におわったため、スタイン
は報告書を出版しなかった。4回目もニヤ遺跡で調査し多くの遺物を収集し
ている。前掲26『絲綢之路散記』pp.65-66に、第四回探検で持ち帰った遺物
のなかに「精絶」の文字入り漢簡があることを、林梅村が1995年大英図書
館での研究時に見つけ出したとの記載がある。『スタイン第四次新疆探検档
案史料』p.105には南京政府より「遊歴護照」（観光ビザ）を取り消され即日出
境を命じられ、文化財持ち出しを禁止されたスタインがタイプした遺物一
覧表（英文）が掲載されているが、この林梅村の記述と合わせると、スタイ
ンは重要と考えた遺物は持出したものと思われる。
32．片山章雄「大谷探検隊第2次隊員橘瑞超の西域南道踏査」『日中・中日共同ニ
ヤ遺跡学術調査報告書』（第三巻）真陽社2007,pp.226-228。大谷探検隊の緻
密な研究で知られる片山氏はこの論考で、橘瑞超・野村栄三郎両隊員の記
録・日記や前掲31『近代外国探険家新疆考古档案史料』、1910.2.3づけ「The
Times」などから「イマーム・ジャッファール・サディク・マザールは確
かに訪れているが、ニヤ遺跡往復は日程的に不可能のようでもあり、また
絶対に不可能とも言い切れないという問題がなお残ることとなる。」として
いる。
33．新疆博物館「新疆民豊県北大沙漠中古遺址墓葬区東漢合葬墓清理簡報」『尼
雅考古資料』新疆社会科学院知青印刷庁1988,pp.6-9
34．1980年、日中共同取材班の事前踏査で入った新疆考古研・新疆博物館・和
田地区文物管理所隊が若干の調査を行った。井上靖・長澤和俊・NHK取材
班『流砂の道・西域南道を行く』（シルクロード絲綢之路第4巻）日本放送出
版協会1980,pp.99-132・227-243、日中共同ニヤ遺跡学術調査隊編『日中・中
日共同ニヤ遺跡学術調査報告書』（第三巻）真陽社2007,pp.65-100
35．長澤和俊『シルク・ロード史研究』国書刊行会1979,pp.157-227
36．覚書には、名称・意義・目的・目標・調査内容・期間・費用負担・文化財
保護費負担・継続時は再度協議・組織・将来の文物展・将来のダンダウイ
リクやラワックなどの遺跡調査・遺物は新疆側所有・成果は双方共有・国
家文物局批准後に正式協議書・日中両文で作成し同一内容同等効力などと
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詳細に記されている。以降の覚書・協議書も同様である。
37．許可書（92・文物字第288号）は、国家文物局用箋に新疆文化庁あて中国語で
「申請（1992年21号）の日本学者とのニヤ遺跡調査に関する再報告を受け取っ
た。研究の結果、貴庁と日本学者のニヤ遺跡共同調査に同意する。調査過
程では『中華人民共和国考古渉外工作管理弁法』と規定を厳格に遵守する
こと。」（拙訳）と記され公印が押印されている。
38．この報道中の「朝日」・「産経」・「京都」・「毎日」には、「龍谷大学が日中共
同で取り組むと発表」・「今秋から龍谷大学を中心とした日中共同調査隊に
より初めて行われる」・「調査するのは龍谷大学仏教文化研究所と新疆文化
庁」などと記載されている。本稿にあるように龍谷大学からの参加者もあ
るが、本調査の日本側主催・交渉・契約などは佛大サイドである。多くの
機関・研究者の協力をえて行われているものである。
39．助成は、国際学術研究・研究代表者・真田康道04041095（1992・93年度）、
07041027・09041027（95・96・97年度）、09041035（98・99年度）でいただいた。
40．沙漠車は、軟らかく起伏の激しい砂丘が連続する沙漠地帯や荒れ地を走行
するために開発された大型特殊トラックで、大型タイヤの空気圧を運転席
から調整でき、急傾斜の砂丘乗り越えでも横転しにくいなどの性能を有し
ている。沙漠走破には運転技術の差が顕著にでる。新疆では石油開発にと
もない導入が進んだ。調査隊は期間中ドライバーつきで借用した。台数に
限りあるためなどにより借用料は高額であった。殆どがベンツ社製。
41．許可書は、国家文物局用箋に筆者あて中国語で「貴方がニヤ遺跡調査をい
よいよ完成されるに際して、私は喜んで貴方に通知する、貴方が提出した
新疆文物考古部門と合作を継続しニヤ遺跡の調査・発掘についての申請は
すでに中国政府関係部門が批准した。新疆文化庁代表と合作の原則協議を
調印し各専門機関と具体的計画を定め、調査・発掘方法・対象・経費・保
護・安全などをつめ、中日共同発掘・調査隊を組織し、毎年活動協議を調
印し手続きの申請・報告を行い活動が順調に進行することを保証してくだ
さい。ニヤなどの新疆地区は我が国文物考古の重点区域のひとつである
が、沙漠に位置するため自然条件は大変困難である。貴方は長年にわたり
新疆考古学研究と文物保護活動で大変大きな貢献をした、私は謹んで国家
文物局を代表し、貴方と同僚たちに敬意を表し、中日共同考古調査発掘活
動が継続してさらに大きな成績を取得することを祈る。」（拙訳）などと記さ
れ、張徳勤局長の赤色印が押印されている。なお、本許可書は、前掲31『近
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代外国探検家新疆考古档案史料』p.036にも掲載されている。
42．林永健・李希光・孫躍新・真田康道・筆者『夢幻尼雅』（編集名誉主任：田
紀雲全人代副委員長、主任：曲格平全人代環境資源保護委員会主任、題字：
趙撲初中国仏教協会主席、一部は日本語・英語）民族出版社1995。ニヤ調
査の紹介や1988年隊が悪路で苦闘する様子、1990年隊や94年隊の記念撮影、
井ノ口・田辺・長澤各先生らの調査模様とともに多くの遺構・遺物の写真
が収められている。筆者が張徳勤国家文物局局長一行7人と温泉（日光）には
いった、そこで中国文物保護基金会奨学金（前述）が誕生したと、本稿執筆
時に再読し驚いた。
43．日中共同ニヤ遺跡学術調査隊編『中日・日中共同ニヤ遺跡学術調査報告
書』（第一巻・日中両文）法蔵館1996。報告書には日中双方の挨拶や序に続
き、本文記載の各氏の調査記録・研究論文とともに、豊富な遺構・遺物写
真が収められ、1993年調査参加の米田文孝氏（関西大学考古学研究室）によ
る92B4（N2）とその一帯の測量図が添付されている。
44．佛大日中共同ニヤ遺跡学術研究国際シンポジウム開催実行委員会編『日中
共同ニヤ遺跡学術研究国際シンポジウム発表要旨』、『日中共同ニヤ遺跡出
土文物展』1997。『佛大学内報』1997.11.1,pp.2-3には真田康道日本側学術副
隊長による詳細な報告が記されている。本行事は佛大新図書館開館記念と
して開催されたので、経費は佛大負担で行われた。
45．中国文物精華編揖委員会編『中国文物精華』文物出版社1997
46．新疆文物局・新疆博物館・新疆考古研・上海博物館編『新疆維吾尓自治区・
絲路考古珍品』上海訳文出版社1998
47．日中共同ニヤ遺跡学術調査隊編『中日・日中共同ニヤ遺跡学術調査報告書』
（第二巻・日中両文）中村印刷1999。報告書には日中双方の挨拶や序に続き、
本文記載の各氏の調査記録・研究論文とともに、豊富な遺構・遺物写真が
収められ、真田康道学術副隊長と内田賢二氏ら分布調査班・測量班が心血
をそそいだニヤ遺跡全体の遺構分布図と周辺一帯の測量図や分布調査一覧
表・CD-Rが添付されている。なお第一巻は一冊で日中両文であったが、第
二巻では読みやすくするため、日本語・中国語・図版の三冊セットとした。
48．「21世紀絲綢之路城市国際会議建議草案」。本件は2006年8月に「第7回アジ
ア太平洋都市サミット」を招聘し開催するきっかけになったと聞いている。
会議にはウルムチのほか福岡・北九州・佐賀・大分・宮崎・鹿児島や上
海・大連・プサン・バンコクなど6ヶ国14都市が参加した（「新疆日報」・「新
新疆での世界的文化遺産保護研究事業と国際協力の意義
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疆経済報」2006.8.9）。
49．新疆文物局・新疆考古研・佛大ニヤ機構ほか編『中日尼雅遺址学術研討会
発言提要・日中共同ニヤ遺跡学術研究シンポジウム発表要旨』2000
50．趙豊・于志勇編『沙漠王子遺寶』芸紗堂/服飾工作隊（香港）2000
51．劉宇生・楊新才編『外国友人中国情・小島康誉与新疆』新疆人民出版社
2001には「星雲大師および他の指導者と会見」（中国語・拙訳）と記載され、
呉伯雄副主席名は記されていない、当時の両岸関係を考慮したものと考え
られる。北京サイドの両岸文化交流により深い目的があることは、台湾側
も筆者そして本書編者も承知していた。筆者と大陸側の汪道涵海峡両岸関
係協会会長との会見も計画されたが、氏の健康状態などで中止となった。
52．考古雑誌社編『二十世紀中国百項考古大発見』中国社会科学出版社2002
53．このような外国人顕彰の大会開催は中国ではきわめて稀とのことであった。
記念行事は、前掲51『外国友人中国情・小島康誉与新疆』出版のほか写真展・
植樹・公演・大型宴会が催された。「文化交流貢献賞」は11人目との説明で
あった。筆者は「小島新疆訪問20周年記念答礼宴」を開催し新疆各方面歴
代の指導者と幹部・友人へ感謝を表した。
54．前掲31『近代外国探検家新疆考古档案史料』。スタイン・ルコック・大谷光
瑞・橘瑞超・ハンティントン・ヘディン・ペリオ・マンネルヘイムなどの
新疆探検の公文書多数と写真が収められている。
55．東京国立博物館・NHKほか編『シルクロード・絹と黄金の道』NHK・NHK
プロモーション2002
56．本番組「シルクロード浪漫−渇いた3,000㎞の果てに…」は東海テレビ開局
45周年記念番組として2004年1月にフジテレビ系列で全国放送された。
57．佛大ニヤ機構編『シルクロード・ニヤ遺跡の謎』東方出版2002
58．佛大尼雅機構編『絲綢之路・尼雅遺址之謎』（中国歴史文化遺産保護网訳）天
津人民美術出版社2005。本書刊行のきっかけは、兪偉超中国歴史博物館（現
中国国家博物館）館長との縁である。氏と水中考古学を通じて交流のあった
田辺昭三日本側学術隊長の紹介である。以来、ニヤ調査を北京より支持い
ただいた。その後、入院され孫躍新と見舞いに行き、氏の「二代の精絶国王」
も掲載されている本書日本語版を贈呈すると、「写真も多く良い本だが、残
念ながら自分は日本語が読めない。中国語版があれば更に良い。」と。この
一言が中国語版出版へとつながった。次に見舞うと病状重く、出版を急い
だが間に合わず、自宅弔問時に遺影へ捧げた。この経過は本書「前言」に
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記載されている。
59．NHK・NHKプロモーション・産経新聞社編『新シルクロード展・幻の都楼
蘭から永遠の都西安へ』NHK・NHKプロモーション・産経新聞社2005
60．香港文化博物館編輯委員会編『絲路珍宝−新疆文物大展』香港康楽及文化
事務署2005
61．日中共同ニヤ遺跡学術調査隊編『日中・中日共同ニヤ遺跡学術調査報告書』
（第三巻）真陽社2007。報告書には日中双方の序に続き、本文記載の各氏の
調査記録・研究論文とともに遺物多数が収録されている。ホータン博物館・
ミンフゥン資料館収蔵のニヤ出土遺物はこれまで部分的にしか発表されて
いなかったが、今回その全容を記載した。第一巻・第二巻は日中両文であっ
たが、第三巻は日本文のみとし、中国語版は別途出版されることとなった。
62．スウェン・ヘディン『アジアの砂漠を越えて』（下・ヘディン中央アジア探
検紀行全集2・横川文雄訳）白水社1964,pp.60-69。注30同様に、地元の一部
では知られていて、ヘディンは本著p.60に「コータンで聞いていた古い町の
廃墟を訪ねてみる…。」と記している。
63．前掲30『ANCIENTKHOTAN』（Vol.1），pp.236-303、玄奘・弁機『玄奘三蔵の旅・
大唐西域記』（2・水谷真成訳）平凡社1984,pp.214-215
64．前掲14「大谷コレクションの現状」p.218に「光瑞師はロンドン滞在中に
スタイン、ヘディンが輝かしい成果を挙げて帰国したとの報道、とくに仏
教遺蹟の発見に強く刺激をうけた模様で、この両探検家との面接を図り、
1902年の帰国に際して、五人の従者を伴って…その後十余年に及ぶ探検事
業のはじまりで…。」とある。
65．2002年の発掘の際、1928年にこの遺跡を踏査したボスハートの英文メモ「To
thepoorfellowwhobelievedtofindsomethinghereweleavethispapers
withourkindestregards.E.Trinkler,W.Bosshart.25-3-28.」（私たちがこの新
聞を残したここで、何かを発見できると信じる可哀想な人たちに良いこと
を祈る。トリンクル、ボスハート、1928.3.25）が記された漢字の名刺（博斯
喀・瑞士国植物学）や当時の新聞「NeueZürcherZeitung」・固形燃料の外
箱などが発見された。筆者自身も新疆考古研で実見し歴史の面白さを感じ
た。栄新江「ダンダンウイリクの考古学的調査と研究（1896〜2002年）」『日
中・中日共同ダンダンウイリク遺蹟学術調査報告書』真陽社2007,pp.51-52に
数点の写真とともに詳細に記述されている。
66．張鉄男が1996年に撮影した遺構写真は『新疆文物古迹大観』新疆美術撮影
新疆での世界的文化遺産保護研究事業と国際協力の意義
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出版社1999,pp.74-75に掲載されている。肖小勇「探索沙漠遺址丹丹烏里克」
『新疆文物』（1997年第4期）新疆考古研1998,pp.13-19
67．ChristophBaumer『SouthernSilkRoad: In theFootstepsofSirAurel
SteinandSvenHedin』OrchidPress2000、『DieSüdlicheSeidenstraBe』
MainzamRhein：vonZabem2002。バウマーは正規許可を取得せず進入・
発掘し遺物を持ち帰った。〝調査〟で当局と各種トラブルがあったと聞いて
いる。〝Sino-SwissExpedition1988〟と自称する調査隊はスイス側4名とウ
イグル族ラクダ使い・漢族旅行社員5名の計9名により構成され、当人は許
可をえて発掘をおこなったとの認識でか報告書もこのように出版している。
新疆側の抗議で一部は返却したと聞く。栄新江は前掲65「ダンダンウイリ
クの考古学的調査と研究（1896〜2002年）」pp.50-51で「我々は、このような
勝手に発掘することは違法な行為であり、シルクロードに位置する重要な
埋蔵文化財の保護からも深刻な問題をもたらした事を指摘しなければなら
ない。」などと状況を詳細に記述している。
68．前掲27『中央アジア踏査記』pp.71-72。ダンダンウイリク遺跡は行政区域と
しては和田地区策勒県に属している。
69．前掲27『中央アジア踏査記』p.72、栄新江「傑謝（ダンダンウイリク）・唐代
于闐国境の町」『日中共同ダンダンウイリク遺跡学術研究国際シンポジウム
発表要旨』佛大ニヤ機構2005,p.45
70．新疆政府許可のもと外国人として公式初到達である（「筆者あて盛春寿局長
名のダンダンウイリク遺跡保護費感謝状」2002.11.3）。前述のようにスタイ
ン後、数隊が踏査しているが、新疆文物局の許可を取得せずに2001年に入っ
た邦人研究者・旅行者がいるようで、「スタイン以後初めてここを訪れたの
は、2001年に踏査したわれわれのグループである。」との記述がある（長澤
和俊編『シルクロードを知る事典』東京堂出版2002,pp.180-181）。なにかの
勘違いと思われる。
71．前掲59『新シルクロード展・幻の都楼蘭から永遠の都西安へ』
72．新疆政府の特別許可をえて、劉暁慶処長や地元政府職員同行のもと、外国
人として公式初到達であった。地元政府の人にとっても得難い機会で多く
の人が同行した。高山病（峠は海抜4,284m ？）により岸田善三郎・晃子夫妻
は峠目前で中止された。一帯は1999年にキルギスタンと国境が確定し、中
国・キルギスタン両国の国境標識が別々に立てられている。軍事管理区で
ある。道路を通し国境貿易の計画もあると聞く。ベデル峠のほかにムザル
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ト峠との仮説もある。
73．佛大ニヤ機構編『日中共同ダンダンウイリク遺跡学術研究プロジェクト国
際シンポジウム発表要旨』2005
74．このような無許可調査を度々見聞きしてきた筆者は、「共生と文化財保護の
ネットワーク構築を目指す」を掲げて、研究者にかなり知られているミニ
コミ季刊誌『トンボの眼』9号（2007年7・8・9月），pp.14-15に「注意喚起」
を目的として「外国法規とも共生を」を寄稿した。新聞は実名で報道したが、
寄稿では伏せた。本事件は本文記載のように中国でも報道され、その書き
込みは約1,000件あり、その約9割は「日本人は悪い」と日中関係に絡めての
批判、約1割は「同行中国人も悪い」と冷静な意見とのことであった。以前
にホータンでも同様の事例があり、文部科学省は研究機関へ注意喚起の連
絡をしたようである。
75．佛大アジア宗教文化情報研究所・佛大ニヤ機構編「日中共同シルクロード
学術研究国際シンポジウム」2007
76．日中共同ダンダンウイリク遺跡学術調査隊編『日中・中日共同ダンダンウ
イリク遺跡調査学術報告書』（日本語版）真陽社2007。報告書には日中双方の
序につづき、本文記載の諸氏の調査記録・研究論文とともに遺構一覧表や
遺構・遺物写真が多く収められて、遺構分布図と中心部分の地形図が添付
されている。
77．拙編『見証新疆変迁』新疆美術撮影出版社2008。李屹中共新疆委員会常務
委員・宣伝部長の新疆発展を概観した序につづき、筆者が体験してきた新
疆の変化・発展ぶりを序でのべ、新疆各地の同一地点の新旧写真や改革開
放30年の発展を示すグラフなどを収められている。友人のカメラマン提供
の古い写真は今では貴重な記録である。
78．国立歴史博物館編輯委員会編『絲路伝奇・新疆文物大展』国立歴史博物館
2008
79．2010年9月、テレビ東京開局45周年記念番組「封印された三蔵法師の謎〜シ
ルクロード3,000キロに挑んだ男〜」として全国放送された。番組では玄奘
三蔵関係と推定されている文書・越えたと仮説のベデル峠がテレビ初公開
された。なかでもベデル峠は軍事管理区のため撮影には軍も同行した。テ
レビ局・制作会社側に各種問題があり、筆者は2010年12月撮影協議書契約
者の新疆側への経過説明と遺憾表明に立ち会った。
80．拙編『紀念改革開放30周年・見証新疆変迁』（第二巻）新疆美術撮影出版社
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2009。穆扎帕尓・米吉提新疆政府外事弁公室主任の新疆の国際交流面での発
展を紹介した序につづき、筆者が体験した変化を序でのべ、ウルムチ・ク
ラマイやアクス・カシュ・アルタイ・ホータンなど行政区域ごとの発展ぶ
りが文と写真で示され、筆者活動の関係先である外事弁公室・文化庁・新
疆大学・新疆日報・文物局・档案局の発展ぶりも文と写真で紹介されてい
る。この種の出版物としては、異例の初版10,000冊で、売り切れ間近と聞く。
友人カメラマンら提供の古い写真は貴重な記録で人気を呼んでいるようだ。
81．新疆文物局2010.12.24、FAXによる連絡。図録未到着。
82．清華大学国際伝播研究中心編『軟実力与政府伝播国際研討会論文集』2009
83．筆者のほか、趙啓正国務院新聞弁公室前主任・熊光楷人民解放軍前副総参
謀長・マスードハーンパキスタン駐中国大使らが受賞した。国際交流面で
顕著な成果をあげたとそれぞれの業績が紹介された。
84．新疆考古研ほか編『漢唐西域考古−尼雅・丹丹烏里克国際学術研討会会議
論文提要』2009。注6のように、ウルムチ騒乱以降新疆と外部との通信は遮
断されていたため、シンポジウム事務局である新疆側から欧米の研究者へ
の連絡は困難で、欧米よりの参加者は1名のみであった。
85．新疆考古研・佛大ニヤ機構編『丹丹烏里克遺址−中日共同考察研究報告』
文物出版社2009。2007年刊行の日本語版より発掘状況など多くの写真が掲
載されている。
86．佛大宗教文化ミュージアム・佛大ニヤ機構編『漢唐西域考古−ニヤ・ダン
ダンウイリク国際学術シンポジウム発表要旨要約資料集』2010
87．新疆文物局2010.12.24、FAXによる連絡。VictorMair・ElizabethWayland
Barberほか『SECRETSOFTHESILKROAD』BOWERSMUSEUM2009
88．先方より、日本人では西園寺公一・井上靖・団伊玖磨・江上波夫・松下正
治氏ら10数人が受賞しているとの紹介があった。北京での授与式には康秀
英新疆政府外事弁公室処長・孫躍新・周培彦両氏と参加した。本表彰前の
筆者の国際貢献活動紹介報道は数多く一部を記しておく。「ウルムチ晩報」
1993.11.10、1997.5.28、1997.6.11、1998.12.24、1999.7.2、2002.12.25、「人民日報」
1994.8.23、「人民日報」（海外版）1995.5.27、「新疆日報」1995.10.11、1997.2.18、
1998.9.5、2000.3.3、2002.7.3、2003.6.5、2003.7.7、2009.12.2、「中国文物報」
1996.1.21、「文匯報」1996.5.15、「新疆経済報」2000.3.20、2009.6.29「華西都
市報」2000.10.24、「中国環境報」2000.12.6、「毎日新報」2003.6.2、「京都新聞」
2003.9.29、「産経新聞」2006.11.16、「読売新聞」2007.6.5、「新民晩報」（日本版）
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2009.1.12、2009.12.28。
89．本賞は各地文化財関係機関などからの推薦をへてネット投票と文化財関係
有識者による専門家委員会投票で選ばれたもので、筆者はネット投票で
は12位であったが、委員11名全員からの票を得て、十傑のひとりとなっ
た。ネット投票順位1・3〜6・8・10位者は選出されなかった。授与式には
孫躍新・周培彦両氏と参加した。本表彰前の筆者の文化遺産保護研究活
動紹介報道は数多く一部を記しておく。「日本経済新聞」1993.5.4、「新疆
日報」1993.11.27、2004.11.10、2005.4.5、2009.12.4、2010.5.8、「中日新聞」
2003.8.17、「人民网」2009.9.9、「新民晩報」（日本版）2010.3.29、2010.5.31、「新
疆都市報」2010.5.6、「新浪」・「捜狐」・「鳳凰网」・「21CN」・「网易」・「新民
网」2010.5.10、「中日新報」2010.5.15、「新華時報」2010.5.22、「世界新聞報」
2010.6.8。なお文化遺産保護研究・公共外交面の実績に対して、前述以外に
日本から「文化庁長官表彰」（2001）・「外務大臣表彰」（2002）、中国からは「ウ
ルムチ市名誉市民賞」（1997）・「新疆政府少数民族教育事業貢献賞」（2003）を
受賞している。恥じいるが、国際貢献や文化財保護研究が認められた意味
においてありがたい。
90．單霽翔著『留住城市文化的“根”与“魂”−中国文化遺産保護的探索与実践』科
学出版社2010には、中国各地はじめアメリカ・イギリスなどでの文化遺産
保護と都市建設との調和についての講演24回分が収録されている。講演は
パワーポイントで行われ、平城京遺跡や広島原爆ドームなど世界各地の文
化遺産や保護現場などがカラーで豊富に掲載されている。授与式後に中国
語で「尊敬する小島康誉さんへ：“薪火相伝−中国文化遺産保護年度傑出人
物”受賞を祝し、貴方の長年の中国文化遺産保護への支持と貢献に感謝する。
單霽翔2010.06.13無錫」（拙訳）とサインされた同書を頂いた。記して感謝と
したい。
91．新疆文物局2010.12.24、FAXによる連絡。筆者は本稿校正時の2011年3月初め、
新疆文物局李軍・甘偉両氏の連絡により、同展（中国語表記は「絲綢之路大
文明展」）を早稲田大学博士でもあるミン・ヴィヨン・フン韓国国立中央博
物館アジア部部長の案内で参観し、図録『シルクロードと敦煌』などを頂
いた。記して感謝としたい。
92．東京大学大学院新領域創成科学研究科国際協力学専攻はじめ筑波・拓殖・
桜美林・杏林・文教・神戸・広島など各大学に国際協力研究科などが設置
され始めている。今後、設置校は急速に増えるものと予測される。
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93．文化財の消失には各種原因があげられる。例えば、長年の自然劣化、道路
や都市建設などによる無意識あるいは意識的破壊、盗掘、火災、探検や発
掘（研究目的であっても結果的に劣化消失につながった例も多い）、思想的
破壊（文革による大量破壊やターリバーンによるバーミヤン遺跡爆破）、戦
争などであり、無形文化財でいえば継承者不在などがあげられよう。消失
の一方で新しい文化財も世界各地で生まれている。新聞社の上場記念企画
で安田暎胤薬師寺執事長と対談した際、「（薬師寺は建物ばかり作っている
という人もいるが）千年後の国宝をつくる覚悟で、金堂や西塔を復興、さら
に中門・僧堂・玄奘三蔵院とすすみ、回廊を建設中、今後は大講堂・鐘楼・
経蔵なども復興したい。」と述べられた。「千年後の国宝をつくる。」という
壮大な構想に感動した（「中部経済新聞」1993.5.21）。これも一例であろう。
94．ダンダンウイリク遺跡は規模と調査報告書がその時点で刊行されてないな
どの理由で選ばれなかったと聞いた。
95．この配信記事は、「京都新聞」2010.7.28、「東京新聞」2010.8.11、はじめ秋田・
岩手・山形・福井・新潟・日本海・中日・岐阜・山陰中央・徳島・愛媛・
佐賀・琉球新聞などに前後して掲載された。
図：（撮影者名記載以外は筆者撮影）
₁．ユーラシア大陸での中国新疆の地理的概念図、筆者作図
₂．キジル千仏洞・ニヤ遺跡・ダンダンウイリク遺跡略位置図、『日中共同ニヤ
遺跡学術調査報告書』より（一部改変）
₃．キジル千仏洞谷西区外観、1986
₄．キジル千仏洞第38窟、2010
₅．外国人旅行証（1884）、拙著『シルクロードの点と線』プラスより
₆．キジル千仏洞修復保存資金贈呈協議書調印式（新疆迎賓館）、1987、新疆文
化庁撮影
₇．キジル千仏洞修復保存募金パンフレット、1987、日中友好キジル千仏洞修
復保存協力会提供
₈．キジル千仏洞修復保存募金パブリシティなどの数々、1987〜88
₉．キジル千仏洞修復保存工事状況（配水塔建設）、1987
10．キジル千仏洞修復保存工事状況（下水管設置）、1988
11．キジル千仏洞修復保存工事状況（断崖補強材料実験）、1988
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12．キジル千仏洞修復保存工事状況（断崖補強・回廊設置）、1989
13．キジル千仏洞修復保存工事状況（壁画修復・第8窟）、1989
14．修復後のキジル千仏洞谷西区外観と鳩摩羅什三蔵像、2003
15．「新疆亀茲研究院成立25周年記念大会」会場（キジル千仏洞）、2010、楊新才
撮影
16．ミンフゥンからカパクアスカンへの行程、1988、堀尾宝撮影
17．カパクアスカンからニヤ遺跡へのラクダでの行程、1988
18．ニヤ遺跡仏塔とぬかずく筆者、1990、堀尾宝撮影
19．ニヤ遺跡遺構（92B9＝スタイン編号N3）、2004
20．タクラマカン沙漠の軟らかい砂にスタッグする沙漠車、1996
21．ニヤ遺跡調査BC（仏塔西）、1994
22．国家文物局ニヤ遺跡調査発掘許可証、1994
23．ニヤ遺跡調査出土品（壷・木簡・珊瑚・壁画、一部遺跡で・一部新疆考古研
で）、1995、杉本和樹・筆者撮影、佛大ニヤ機構提供
24．ニヤ遺跡調査遺構測量状況（92B4＝N2）、1994
25．ニヤ遺跡調査遺構撮影状況（92B4＝N2）、1995
26．ニヤ遺跡調査大型GPSでの測量状況（仏塔東方）、1996
27．ニヤ遺跡調査王侯男女合葬棺開棺調査状況（新疆考古研）、1995
28．ニヤ遺跡調査出土品「五星出東方利中国」錦、1995、劉玉生撮影、佛大ニ
ヤ機構提供
29．ニヤ遺跡調査遺構発掘状況（93A35＝N5）、1996
30．ニヤ・ダンダンウイリク両遺跡調査報告書・シンポジウム発表要旨など、
1995〜2010
31．佛大新図書館開館記念国際シンポジウム（佛大図書館）、1997
32．同文物展を参観する海部俊樹元首相ら（佛大図書館）、1997、周培彦撮影
33．ニヤ遺跡調査発掘後の遺構（93A35＝N5）、1995、真田康道撮影、佛大ニヤ
機構提供
34．ニヤ遺跡調査遺構測量図（93A10＝N13）、1996、佛大ニヤ機構提供
35．バッカクエギリからダンダンウイリク遺跡へのラクダでの行程、2002
36．ダンダンウイリク遺跡遺構（CD-1＝スタイン編号D15）、2002
37．ダンダンウイリク遺跡調査壁画試掘状況（CD-4＝D1）、2002
38．ダンダンウイリク遺跡調査出土品「如来図」（新疆考古研）、2003
39．ダンダンウイリク遺跡調査壁画保護処置状況（新疆考古研）、2004
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40．ダンダンウイリク遺跡調査壁画模写状況（新疆考古研）、2004
41．ダンダンウイリク遺跡調査壁画研究状況（新疆考古研）、2005
42．ダンダンウイリク遺跡出土壁画展示状況（江戸東京博物館）、2005
43．ダンダンウイリク遺跡調査遺構撮影状況（CD-1＝D15）、2005
44．ダンダンウイリク遺跡調査研究状況（BC・PC上はCD-30）、2005
45．「漢唐西域−ニヤ・ダンダンウイリク国際学術シンポジウム」会場（北京大
学）、2009
46．同上、日本側参加者（一部）、2009
47．小島新疆文化文物優秀賞授与式での受賞者（一部・新疆芸術劇場）、2010、
楊新才撮影
48．小島新疆大学奨学金授与式後の記念撮影（一部・新疆大学）、2009、楊新才
撮影
49．遺跡での日中双方打合せ風景（ニヤ遺跡BC）、1996
50．沙漠での食事風景（ニヤ遺跡BC）、1996
51．日中双方協力しあって、記念撮影（一部・ニヤ遺跡BC）、1995、杉本和樹撮影、
佛大ニヤ機構提供
52．日中双方協力しあって、記念撮影（一部・ダンダンウイリク遺跡BC）、2004、
中国中央テレビ撮影、佛大ニヤ機構提供
53．地下水で生き残る胡楊（ダンダンウイリク遺跡西方）、2006
54．広大なタクラマカン沙漠（バッカクエギリとダンダンウイリク遺跡のほぼ中
間）、2005
参考文献：（文末に※付したものは中国語文献）
全般
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